Forms of Body Expressions in Warabeuta Appreciation Classes in the lower grades of Elementary Schools from the Perspective of Physical Communication, with a Focus on Physical Synchronism by 東, 真理子
匿亘
教育学論集 I(通号38)，pp.19-29， 2012 
身体的コミュニケーションの視点からみる小学校低学年の
わらべうた鑑賞学習における身体表現の過程
一身体的向調に着目してー
Forms of Body Expressions in Warabeuta Appr配 iationClasses in the lower grades of Elementary 
Schools from the Perspective of Physical Cornmunication， 
with a Focus 00 Physical Synchronism 
東 真理子(大阪市立大学大学院)
AZUMA Mariko (Graduate School of Osaka City University) 
概要:本研究の目的は、身体的コミュニケ}ションの視点から、小学校低学年のわらべうた鑑賞学
習における身体表現の過程を明らかにすることである。そのためにまず、身体的同調に着目する意義
について文献より明らかにした。次に、わらべうたの遊びを身体表現と捉え、 《あめこんこん》の遊
び方を工夫する鑑賞の研究授業を行った。そして、身体的同調に着目して研究授業の全ビデオ記録を
分析し、その結果より、 《あめこんこん》の身体表現の過程を明らかにした。その結果、次の結論を
得た。1) ((あめこんこん》の拍をつかむ。 2)拍にのって多様な動きが出てくる。 3)メンバー全
員が集団活動に主体的になる。 4)集団と個人がほどよく一致する表現を見出す。 5)身体表現が多
様化する。
キ ワード・身体的問調身体的コミュニケーション わらべうた鑑賞学習身体表現
はじめに
近年、対面による霞接的なコミュニケーショ
ンの喪失によって、人間関係の形成が不得手に
なる等、社会へ適応できない若者が培えている
ことが一つの社会問題として指摘されている。
社会1とは人為の世界であり、その伝統・文化は
コミュニケーションによって次の世代へと伝達
され、発展する20 コミュニケーションは社会・
文化における固有の意味を伝達し、発展させる
役割を果たすといえる。特に身体的コミュニケ
ーションは、その社会に所属する成員のみが共
有しうる意味を、身体から身体へ伝える役割を
果たす。例えば、人間の挨拶行動は文化によっ
て形式が具なる3ということからも、文化固有の
意味は状況も含めて身体から身体へ伝達される
といえる。
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柴 (1998)は、教育における「まるごとのか
らだJ4を通したコミュニケーションの重要性を
主張する。身体感覚によって外部世界と関わる
と同時に内部世界(心)を感じてコミュニケー
ションをすることで個性化と社会化が伴う人間
形成が可能となるという。社会化の伴う人間形
成を為す点から、社会の成員を育てる役割を担
う学校教育において身体的コミュニケーション
に着目する意義を見出すことができる。しかし、
教育における身体的コミュニケーションに関す
る研究には幼児期を扱った鈴木 (2009)のもの
があるが、学校教育においては調べた限り見当
たらない。そこで筆者は、学校教育において身
体的コミュニケーション能力を育てる方法を探
究することを課題とした。
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I 研究の目的と方法
1 研究の目的
本研究の目的は、身体的同調に着目し、身体
的コミュニケーションの視点から小学校低学年
のわらべうた鑑賞学習における身体表現5の過
程を明らかにすることである。身体的コミュニ
ケーションとは「身体を介した相互行為J6をさ
す。身体的同調とは、コミュニケーションを為
す身体聞に起こる「同期・同調・リズムをきざ
むJ7現象である。
平成20年度学習指導要領改訂において、わら
べうたを低学年の鑑賞教材として取り上げてい
くことが表記された。学校音楽教育の現場にお
いて鑑賞教材としてのわらべうたの扱い方を探
る必要に迫られているという現状がある。その
わらべうたが言葉や身体の動きを伴う遊びと一
体化しているという特性8から、身体と関わらせ
て鑑賞する学習方法は有効であると考えられる。
身体表現を音楽教育に導入する試みに、西洋
音楽教育において、エミーノレ・ジャック=ダノレ
クローズによって提唱されたリトミックがある。
ダノレクローズは、身体表現が身体に潜在したリ
ズム感覚を目覚めさせる点に注目している。気
候・習慣・歴史的・経済的環境などの影響によ
って、それぞれの民族に独特のリズム本能や音
楽本能が生育するという90現在、学校音楽教育
における身体表現は音楽科の学力を身につけさ
せる学習方法として確かな位置づけを得るに至
っているへその有効性についてはこれまでの実
践研究によって実在されてきている 110衛藤によ
ると音楽を視覚化した身体表現へ子どもが見立
てを為すことで音楽へのイメージが統合され、
楽曲全体への認識へ向かう。これらの研究から
身体表現が鑑賞学習の方法として有効であるこ
とが明らかにされているが、扱われている教材
の多くは西洋音楽に由来した楽曲である。わら
べうたは「民謡、ひいてはあらゆる伝統音楽の
音組織に共通した原則があらわれているJ12こと
から、日本伝統音楽の教材としての扱い方を探
る必要がある。
一方、身体的コミュニケーションの意義につ
いて鈴木 (2009)は、幼児期の模倣による他者
とのかかわりが、自己と他者をほどよく一致さ
せるという結論を得ている。では、児童期の子
どもにとってはどのような意義が見出せるのか。
また意図的な学習では身体的コミュニケーショ
ンはし、かに機能するのか。
そこで筆者は、身体的同調に着目して身体的
コミュニケーションの視点から小学校のわらべ
うた鑑賞学習における身体表現の過程を明らか
にすることを本論の目的とした。
2 研究の手順と方法
本論では、以下の 1)-4)の手順と方法に
よって進めていく。
1 )身体的同調に着目する意義について叙述
する。
2) 身体表現を導入した《あめこんこん》の鑑
賞学習の授業 (3時間分)を、小学校1年
生を対象に行い、録画記録する。
3)録画資料の筆録および授業における子ども
の身体表現過程を図示・文字化したものを資
料として、1)で述べた身体的同調に着目し
て分析する。
4)分析結果を、身体的コミュニケーションの
視点から考察する。
E 身体的コミュニケ シヨンにおいて身体的
同調に着目する意義
本論では研究授業を身体的コミュニケーショ
ンの視点からみるために、身体的同調に着目す
る。ここでは、なぜ身体的同調に着目したかに
ついて述べる。
本論において身体的コミュニケーションとは、
[身体を介した相互行為」をさす。相互行為と
は、身体をコミュニケーションの中心と捉えた
身体聞の相互主体的な関わり合いである 130身体
的向調とはコミュニケーションし合う身体問に
起こる現象である。東は民謡の鑑賞学習に身体
表現を取り入れた実践研究を行っている1民昔話
の拍にのることで集団に広がる身体的向調を基
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盤として身体的コミュエケーションが活性化す
る。その過程において集団の身体表現が多様化
すると共に、知覚・感受が深まるという。さら
に、身体的同調が集団の子どもたちに共同性を
もたらす可能性も見出されている。
日本伝統音楽の特性を民謡研究から見出そう
とした小泉 (1996)は、民謡の拍節法をわらべ
うたの発展と見ている。そして、わらべうたが
子どもの自己表現の基礎となり、自発的創作性
を生み出す特性をもつことから、音楽教育をわ
らべうたから出発させることで、鑑賞の能力も
幅広く豊かに育てることができると述べている
150わらべうたの遊び方やその規範は、集団の子
ども同士の身体的同調によって伝承されてきた
といわれるへその遊びは単なる身体運動ではな
く、「子どもの内的なイメージや興味を外側に出
す活動J17であり、子どもの主体的な身体表現と
捉えることができる。つまり、わらべうたは子
どもたちの、同調し合う身体から身体へ伝えら
れ、その時代の子どもたちの身体感覚に合わせ
てっくりかえられてきたといえる。それは、日
本語を話して生活する子どもたちの身体に潜在
する音楽感覚に根ざしている。
以上のことから、身体的向調に着目すること
で身体的コミュニケーションの視点から、わら
べうた鑑賞学習における子どもの身体表現過程
を明らかにすることができると考えた。
E 授業の分析
1 教材と指導内容の設定
鑑賞教材としてわらべうたを扱うことを考え、
歌詞から情景を思い浮かべやすいものを文献資
料より調べる。その中で、現代の小学校1年生
が理解しやすく、指導内容と情景、遊びの動き
が結びつきゃすいものを選ぶ。その結果、今回
は《あめこんこん》を選んだ。次に、音楽の構
成要素や全体の構成、子どもの発達段階より指
導内容を選ぶ。今回の教材、《あめこんこん》は
雨を降らせたいという願いと雨が降る情景とが
「拍」に結びつきやすいと考え、「拍」を中心的
な指導内容とした。
2 授業の実施
研究授業は、大阪市T小学校において 2011年
7月 13・14・15日の3日間、 1年1組(男子7
名，女子7名，計 14名)を対象に実践した「拍
をかんじて《あめこんこん》をあじわおうJ(全
3時間分)である。
授業は「経験分析一再経験評価」の枠組
みで進めた18。これは音楽科の学力を育てる「単
元」の構成原理19による。指導内容「拍」、単元
名「はくをかんじて《あめこんこん》をあじわ
おうJ、対象学年は小学1年生である。指導計画
は以下に示す。
表 1rはくをかんじて《あめこんこん》をあじ
わおう」指導計画
スナップ 学習活動 時
経験
0((あめこんこん》を歌って
遊び、情景を知る。
o ((あめこんこん》の拍を知 第1
分析
覚・感受し、情景のイメージ 時
をもって楽曲の仕組みを理
解する。
0拍を意識して《あめこんこ
第 2再経験 ん》の遊び方を工夫してつく
日寺
る。
評価
0((あめこんこん》を鑑賞し、 第 3
紹介文を書く。 時
3 授業展開
《あめこんこん》は、雨や雪を降らせるしぐ
さ遊びを楽しむわらべうたである200 r雪や雨が
ふってほしい。」という気持ちは大阪に住む子ど
もにも共感しやすく、雨や雪の降る様子を想像
しながら遊んだり、自分の思いをもって身体表
現したりしやすいと考えた。
そこで、まず伝承されてきた代表的な遊び方
を提示し、指導者を模倣しながら全員で遊んだ。
指導内容である「拍」を中心とした音楽の構成
要素を、身体感覚を通じて知覚・感受できると
考えたためである。次に、《あめこんこん》の遊
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び方を工夫する場面を設定する。子ども自身の
「内なるもの」の表現として身体表現活動を展
開させるためである。そして、身体表現活動に
子ども同士のコミュニケーションの場面を設定
するためにグループで行うようにした。子ども
の身体同士が向き合って動いたり、動きを見合
ったりしながら遊び方を工夫することで身体的
コミュニケーションが活性化すると考えた。
その後、以下のように進めた。
1 )中開発表の場を設定する。
2)動きの意味づけを言語化させる。
3)再度、工夫する場を設定する。
4)遊び方を発表し、紹介文を書く。
4 分析の視点
分析の視点は、以下のように設定した。
1 ) どのような身体的同調が見られたか。
2) 身体的問調が生じるとメンバー筒の関
わり方はどのように展開したか。
3) 身体的向調が生じると身体表現はどう
なったか。
N 授業の分析
皿章で先述した分析の視点に従って授業を分
析する。まず、遊び方の工夫という身体表現活
動において、どのような身体的同調が見られた
かを全グノレープ対象に見出す。次に、身体的向
調が生じるとメンパー聞の関わり方がどのよう
に展開したかを追う。そして、身体的同調が生
じると、身体表現がどのように展開したかを明
らかにする。
最初に全グノレープ (A-Dグループ、各3-
4名)対象に分析する。さらに視点2について
T男・ D男を抽出し分析する。身体的同調が生
じた後、メンバー聞の関わり方の展開が顕著に
見られたためである。
1 .実践分析①(全グループ対象)
( 1 )どのような身体的同調が見られたか
Aグループでは拍にのって出てきた動きに身
体的同調が見られた。
グループ活動に入ると、 K男がカエノレになり
きってしゃがみ、ジャンプし始めると、 A子・
B男 'T男が順に同調し始める。何度かそれを
くり返す。また、 A子から手をつないで両手を
振ってまわったり、拍にのって手を打ったりす
る動きにも、他3人が同調する姿が見られた。
Bグループでは、拍にのって出てきた動きの
中で、特定の動きに身体的同調が見られた。
はじめは3人ともじっと動かなし、。 E子が手
拍子をしながら (i)拍にのってジャンプしは
じめると、それにY子とK子が同調する。次は
E子がカエノレになって拍にのってジャンプする
が、 Y子とK子は動かない。再び、 E子が(i ) 
の動きをするとY子とK子が再び同調していた。
Cグループでは拍にのって出てきた動きに身
体的同調が見られた。
グループ活動になった途端、 3人で両手を合
わせながら拍にのってジャンプして遊びはじめ
る。しかし、「お寺の前さ」で立ち止まり、お互
い顔を見合わせたり、周りを見たりする。 F子
が、手を頭の上で屋根のようなポーズをし、 1-
子がそれを真似する。再び、はじめから動くと
3人とも両手を合わせてジャンプし、屋根のポ
ーズをするという流れができ、拍にのって向調
する姿が見られた。
Dグノレープでは、拍にのって出てきた動きの
中で、特定の動きに身体的同調が見られた。
D男は自由に動きまわっている。 S男・ I男・
C干の3人は笑いながら見ていたが、__(_jjJ_♀皐
がカエノレとびをして円が跳ね主わるのを見て拍
にのって同調し始める。しかし、 D男が動きを
変形させて手をパタパタする、両手を合わせて
拝む、両手を左右にふる等、様々な動きが出て
きたが、同調が生じたのは(li )の動きのみで
あった。
A-Dグループに見られた身体的同調は足取
りが拍にのるというものであった。
(2)身体的同調が生じると、メンバー聞の関
わり方はどのように展開したか
Aグループでは同調が生じると、受け手だっ
た児童が自分からアイディアを出すようになる
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という展開が見られた。
はじめ、 K男がカエノレになってジャンプする
と、 A子・ B男・ T男に順に同調する。同調す
る側た、ったA子は、「じゃあこれは?Jとコサッ
クダンスのような動きをしたり、それまで見て
いるだけだったB男が表2イのように動きを提
案しようとする姿が見られた。
Bグノレープでは、同調が生じると、受け手だ
った児童がアイディアを出すようになるという
展開が見られた。
活動中、ほとんどE子が一人で考え、 Y子と
K子はそれに同調したり、しなかったりしてい
た。しかし、手拍子をしながら跳ねる動きにY
子・ I王子の同調が生じた後、 E子が「ちっとふ
れ(の動きは) ワ」とつぶやくと、それに応
えるように、 K子が小さくなって見せる。その
後、はじめから動いてみて、「ちっとふれ」の部
分で今度はY子が先ほどのK子の小さくなる動
きをし、 E子が同調した。
Cグループでは、向調が生じると、動きによ
るアイディアが活発に出されたり、出てきた動
きを変形させるという展開が見られた。
3人で手を合わせて拍にのって同調し合って
いると、『お寺の前さ』でF子が屋根ポーズをし
たり、『ちっとふれ』でG子が小さくなったりす
る。その後、『たんとふれ』でF子が両手を回し
てジャンプすると、 G子が更に大きくゆっくり
ジャンプするという変形が見られた。
Dグループでは、同調が生じると、受け手だ
った児童がアイディアを出すようになるという
展開が見られた。
D男のカエノレになってはねる動きには全員の
向調が生じる。 I男がD男に「お寺の前さ、は
どうする ?J と問し、かけると、そばで聞いてい
たS男がそっと屋根のポーズをする。また、 C
子が頭の上で両手を合わせたり、 I男が盆踊り
のポーズをしたりする、という姿が見られた。
A~Dのどのグノレープでも、受け手だった児
童が、自分からアイディアを出すようになると
いう展開が見られた。
(3 )身体的同調が生じると、身体表現はどう
なったか
Aグノレープは身体的同調が生じた後、 T男が、
fAちゃん、 Kくんとまわって。おれが雨ザー
ッと降ってるみたいにするわ。」と提案したこと
をきっかけに役割分担が生じる(表2ア)0T男
が雨の神様になってザーザーと雨を降らせ、 A
子・ K男がその周りをまわると B男も寄ってき
て参加する。さらに、 T男が雨を降らせてA子
の手をたたくのを何となく受けていたA子が
「いいこと考えた。ちょっと来て。」と皆に円を
つくらせ、 4人でお互いの手を拍に合わせて打
ちはじめる(表2ウ)。その動きは2人が打ち手、
2人が受け手という役割分担が生じ、それに応
じて動くようになっていった。後で動きの意味
を問うと、「降っている雨を表している。Jと説
明された。動きをくり返すうち、より拍にのっ
た足取りになっていった。
Bグループは、身体表現が一旦完成した後、
E子からK子に fKちゃん、お寺になって。」と
いう提案がなされ、 K子はその提案を受け入れ
る。 K子がお寺役、 Y子・ E子が人間役という
役割分担をして身体表現をするようになる。 2
番は役割を交代して動くようになった。
Cグノレープは一旦動きが決まり、同調し合っ
て何度もくり返す。満足したように座っていた
G子が、 fLくん、中に入ったらええんちゃう ?J
とL男のまわりをG子と二人でまわりはじめる。
後で聞き取ると、 L男がお寺や家の役、 G子と
F子がその周りをまわるカエノレや人間役という
役割を分担していた。
Dグノレープは、身体的同調が生じた後、さら
にD男から新たに出てきた、両手を左右にふる
動きをした時、 S男・ I男・ C子がカエノレにな
ってD男を中心に円になってまわり出す。偶然
生じた動きに I男が fD男くん、神様。」と見
立て、 D男も嬉しそうに動き続ける。ここで役
割分担が生じている。
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副Jきが模倣、あるいは再現さ
たと促えられるものー争
A子 B男 T男 E男
，ー・ーーー-ー・園--ー一ー一・~-----一 E一-- (カエルになってその場で
(K男から少し遅れてカエ主-----ー ーー -ー----------ー ー はねる)
Jレになってその場ではねる)・ ーー一ー『ー一『・--ー一ー一一司一ー『・ー一ー一ー一ー一---~(A子から少し遅れてカエ‘町一白‘. 今(少し離れて3人とは遭う
カエルのような勘きをして ノレになってその場ではねる)
(カエルになってはねる) いる)
「じゃあこれは?J (コサy
クダン^のような動き、拍に 生〈陣で一緒にやっている、拍
はのっていなb、) にはのっていなb、)
T入り、 h雨こんこん (4入手をつないで円になってまわる}、 tおらえの前さ{昼根のポーズ}、 tたんとふれ
手まわしてジャンプ。
4入手をつなぐ固 (A子融いながら) 4人とも両手を躍る。(い咽聞にか4人間じ動き)おおまカ拍に合っている。
歌いながらはねてまわり出 一一緒一に一眺一ね一る。一一一一、一緒に跳ねる.
す。
P聞こんこん、欧いなが主主 ぷコ二ノ聞レこんこん、 酌、なが~!:
エルになって跳ねるE になって跳ねるb
-コFユノレこんこん、歌いながらカ
になって跳ねる。
rAちゃんとK くんまわっ
(…わるJ(T男のまわりをまわる〕 (気づいて)寄ってきて一緒 て。 ほんで、おれが悶ザーっ
にまわる) と降ってるみたいにするわ
(両手を振る)J 
ア
一旦パァパ7.それぞれ酔きに動いている。 K男とT男がくっついて、 rT男くん、まわったらJT男をぐるぐる
まわし始める。 A子、 B男も一緒にまわし始める。
A子「ほんじゃあどうする?J、今度はK男・ T男 .B男がA子を中心にまわろうとするが、 A子は抜けてしまう。
K男「もう、 A子ちゃん・.. I 
今度はB男を中心に手をつないでまわる。しゃがんだB男を中心にまわっている。(だんだん速くなってくずれる)
もう一度、 A子が戸かげで、 B男を中心に手をつないでまわる。 7 ンポが速くてK男が座り込んでしまう
K男がT男 .B男を後ろ向きに手をつながせ、両手を恒らせて、 r (こう ) t聞こんこんは?Jと提案。
やってみて「手はつながんでいいから』もう一度背中合わせでT男ー B男問手を揖る。 T男「これやめよう」
(なかなかまとまらない。 )A子『どうすんのよー」、 T男『後からザ-~，と降ってくるようにしよJ 、 A子『やq
てみよJ、B男(>、つの聞にか立ち上がってT男に向かつて、」阿南こんこん(雨を陣らせる)、雪こんこん(たく イ
さん雨を降らせる)身ぶりを見せている。 A子がT男に r(萌をたたきながら) t問こんこん、やってみてj と提
案。 T男やってみる。
世間 1] K男、 T男、 A子相かひらめた様子。 A子「ああ、いいこと思いついた。 Bくんも来てJ、4人円にならせ、
ながらお互いの手を拍に合わせて打つ。 T男『あれは?あれやりたい(南を降らす)J、A子『ちょっと持
大丈夫。j
ウ
… 一…一……ーょうと]
し、 B男はエロエ=見ている。やりとりしながら、いつの間にかT男が「ちっとふれJ rれ」で拍にのって中心に
入ることになる。向かいにいるB男も中に入ろうとして、 rB男くんはいいねん。ぼくだけ明~oJ もう一度4 人
己主を問、 『ちっと品」でT脚中に入る。だんだん拍に合ってくる。
二E
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表3 A・Dグループの動きの流れ
役割加担 政調 動き ストーリー
AグループT (雨が昨っていない)
見:j者の神様 雨こんこん雪こんこん 桜二人組で手を川lき合う 雨が降っていほしいと闘っている。
/A子、 K男、 お寺の前さちっとふれ T身、[れjで中心に入る そこへ神様が来て、
B掲，農家の 雨こんこん雪こんこん 滋同じ副Jき、手は大きく痕る l度雨が降る。
おら おらえの前さたんとふれ 両手をまわしてジャンプ 最接、ざーっと大雨が昨る。
Dグループ (同が降らず喉が渇いているカエル)
C子:事担保/ 南こんこん雪こんこん C子中心座る、 3人ジャンプでまわる。 神様を中心に田んIまではねるカエルー
I男、 D弟、 お寺の前さちっとふれ C子立ちよがり、阿手を眠る白 雨がざーっと慌ってきたg
s男カエJレ 雨こんこん雪こんとん C子i，Li手を振り、 3人ペンギン歩き 雨が雪に変わりベンギンが官.んで神様の周りをま
→ペンギン おらえの前さたんとふれ 『ふれ』でそれぞれポーズ
A-D、どのグノレープの身体表現も各自の役
割を分担し、スト}リー性をもった表現となっ
た。生じた役割はグノレープで具なったストーリ
ーにもとづき、表3のA'Dグループのように
《雨こんこん》への知覚・感受がその役割に沿
った動きで表現されていた。その姿から、《雨こ
んこん》の情景を、身体を通じて味わうことが
できたことが読み取れた。また、活動当初は拍
があると「雨がふっている感じ。」拾がないと「雨
があんまり降っていない感じ。」等の意見が主だ
った。しかし活動後に書かせたワークシートか
らは「雨が降ってきてカエノレが喜んで跳ねてい
る。Jr雨を呼んでいる感じ。Jr雨の神様にお願
いしている感じ。」等、イメージがより具体的に
なったり、詳細になったりしていることが読み
取れた。
(4 )まとめ
以上のように、今回は拍にのるという身体的
同調が見られた。同調が生じるのは、児童の共
感を得た動きであったと考えられる。同調が生
じた動きがくり返されるようになると、他の児
童からも動きが拍にのって出されるようになる。
動きのアイディアの受け手だった児童が発信者
になったことから、本論で定義する「身体を介
した相互行為」が成立していたと捉えることが
できる。
わる。最後は神様に感謝のポーズ。
1 実践分析②(抽出T男・ D男対象、身体的
同調が生じると、メンバー聞の関わり方はど
のように展開したか)
(1) Aグループ・ T男
Aグループは他のグノレープと同様に、受け手
だった児童が、自分からアイディアを出すよう
になるという展開が見られた。さらにT男は、
他のメンバーの考えた動きとほどよく一致する
表現をっくり出した。
表4 Aグループの身体表現活動
主な動きの流れ
① 全員がカエノレになって跳ねる。
② 員が両手をたたきながらジャンプ。
③ 男が雨の神様役となって他3人が周り
をまわるようにする。
④子の案、 4人が輸になり、向かい合う
2人が打ち手役、他の2人が受け手役
になって、手を叩き合う。
⑤ 男が、タイミングを合わせ主、輸の中
に入る動きを考え出す。
A子が2人ずつ手を叩き合う動きを提案する
と、 T男の提案した動きが無くなることになっ
た。 T男は、「あれは? (雨をザーザー降らす動
き)あれやりたい。」とつぶやいている(表2ウ)。
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T男は雨の神様役をやりたい思いが強いようだ
ったが、 A子の動き方に応じて動いていた。し
ばらく動くうち、『ちっとふれ』でT男が円の中
心に入るようになる(表2エ，表4⑤)， B男も
中に入ろうとすると、 fBくんはいいねん、僕だ
け中な。」と役割を説明する。 T男は身体表現活
動が展開していく中で、全体の中に自身の思い
をほどよく一致させた新たな表現をつくり出す
ことに成功したといえる。
(2) Dグループ・ D男
Dグループは他のグループと同様に、身体的
同調が生じると、受け手だった児童がアイデイ
アを出すようになるという展開が見られた。さ
らにD男は、友だちに役割に応じた動き方をア
ドハイスしたり、動きを変形させて新たな動き
を考え出したりした。表5③を皆に紹介すると、
D男に、「何(を表しているの)ですか?JとE
子から質問が出る。 D男が「神様です。jと答え
る。その後、グノレープ活動に戻ると、「神様、か
わって。」と頼んでいた。そして、神様になった
C子に、「ここでジャンプ。たくさん降っている
感じゃから。」と説明する(表5@)。それまで
のD男は自由に動くことを楽しむが、誰かに提
案したり、友だちの動きを意識して見たりする
様子が見られなかった。それが、 C子へ動き方
表5 Dグループの身体表現活動
主な動きの流れ
① 男が動きまわり、いくつかの動き(カエ
ノレジャンプ、泳ぐ動きなど)に誰かが同
調するが消えていく。
② 全員がカエルになって円周を跳ねまわり
宮古める。
③ 男が両手を振って、他3人がカエノレにな
ってまわりをまわる。 (D男が神様役)
④ D男はC子と神様役をかわってあらい、
カエノレ役となって動く。神様役になった
C子に、 I男とD男が「ちっとふれ」で
ジャンプしてと指示する。
⑤ C子が神様役、他3人がカエノレ役で動く
うち、 2番でD男からペンギンの動きが
出されI男が「雪ゃから」と説明するに
至る。
を提案するようになったのは役割を意識したた
めと考えられる。役割を意識して動き始めると、
D男が2番部分で「だからここからはー」とベ
ンギンのような動きを提案する。それに他のメ
ンバーの身体的同調が生じ、身体表現が完成に
至った(表5⑤)。
(3 )まとめ
抽出児童T男・ D男の分析より身体的同調を
基盤とした身体的コミュニケーションについて、
2つの点が明らかになった。①メンバー聞のほ
どよい一致点を見出せるようになること、②集
団の表現へ積極的に関わるようになることであ
る。
1 分析結果
子どもが遊び方を工夫する身体表現活動を、
全グループ対象に3つの視点から授業分析を行
い、さらに抽出児童T男・ D男を対象にメンバ
一間の関わり方の展開について分析した。その
結果を以下のようにまとめられた。
( 1) ((あめこんこん》の拍から身体的同調
が生じる
わらべうた鑑賞学習として、まず、《あめこん
こん日の拍にのって遊ぶ時間を十分に取る。学
級集団において指導者から率先して拍にのって
遊び、同調し合う楽しさが学級全体に広がった。
(2)身体的同調を基盤として身体的コミュ
ニケーションが生じる
遊び方を各グノレープで工夫させると、はじめ
は受け身だけの児童がいる。しかし、拍にのっ
て同調し合うと、受け身だった児童が次第に自
分から動きのアイディアを出すようになる。そ
れにまた友達の同調が生じることで自信を得た
り、もっと音楽に合って共感を得られるような
他の動きはないか探したりするようになってい
く。身体的同調を基盤としてメンバ一間で身体
的コミュニケーションが生じ、互いがほどよく
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一致する動きを見つけながら集団の身体表現が
成立していく。
( 3 )身体的同調を基盤として、身体表現が
多様化する
身体的コミュニケーションが生じ、いくつか
出てきた動きの中から「これがいい。」と共感し
合った動きに同調が生じ、残っていく。すると、
全員で同じ動きをするだけでなく、次第にメン
ノ《ー問で互いの役割を決めて動くようになる。
歌詞に合わせた部分的な動きの工夫から、わら
べうた全体を通したイメージに合うようなスト
ーリー性をもった身体表現へと向かう。そこに
はグループのメンバーの音楽へのイメージが一
つに統合されており、動きはそれまでよりも多
様化していく。
V 結論と考察
今回の、身体的コミュニケーションの視点か
らみた小学校のわらべうた鑑賞学習における身
体表現の過程を以下のようにまとめることがで
きた。
1) ((あめこんこん》の拍をつかむo
2)拍にのって多様な動きが出てくる。
3)メンハー全員が集団活動に主体的になる。
4)集団と個人がほどよく一致する表現を見出
す。
5)身体表現が多様化する。
今回の《あめこんこん》の遊び方を工夫する
活動においては、身体的同調を基盤として身体
的コミュニケーションが活性化し、その過程に
おいて知覚・感受が深まるといえた。
最後に、身体的コミュニケーションの特性に
ついて考察する。
( 1 )身体的同簡を基盤とする身体的コミュニ
ケーション
わらべうた遊びの工夫において、どう動こう
か迷って動けない、気ままに動いて友達を意識
しない等、コミュニケーションが取れない児童
が見かけられた。しかし、共に遊び方を工夫し
ようとすると、いつの間にか全員が同調し合い
ながら遊びが自然にっくり出されていった。わ
らべうたの拍にのるという身体的向調を基盤と
して、グループのメンバー各自が主体的に身体
表現活動に参加するようになり、身体的コミュ
ニケーションが成立した。このことから相互主
体的な関わり合いとしての身体的コミュニケー
ションにおいて、常に身体的同調が基盤となる
と考えられる。
(2)身体表現における役割分担が生じる
メンバー全員で同じ動きをすることに満足す
ると役割分担がなされ、身体表現にストーリー
性が生じた。
発達心理学の立場から浜田 (1992)は、人聞
は身体をもつがゆえに、生まれながらに共同性
をもっと述べている。身体同士が出会うと互い
に反応し合い、同型性と相補性が生じる21。この
同型性と相補性は身体のもつ共同性が発揮され
た際に生じるものであるという。「同型性Jとは、
相手の姿勢や運動に対して同じ姿形をとってし
まう現象をさす。相手と一体化することで、お
のずと通じ合うことが可能となる。「中目補性」と
は、出会った相手を一人の主体として受け止め、
相互に主体性をやりとりすることである。これ
は相互主体的な人間関係の原初という。
今回見られた役割分担には、上述の「相補性J
に見られるような身体の共同性が発揮されたと
捉えることができるのではないかと考える。実
際のグループ活動では一部の児童が自分の意見
を押し通したり、逆に誰かの意見がかき消され
てしまったりすることが多々ある。児童の発達
段階から考えても言葉のみのコミュニケーショ
ンで通じ合うのは難しい。それが今回、身体的
コミュニケーションによって可能になったこと
から、さらに学校教育における身体的コミュニ
ケーションの意義について探る必要があると考
える。
今後の課題として、以下の点が挙げられる。
①身体的同調を基盤とした身体的コミュニケ
ーションは他のわらベうたにおいてどのよう
に生じるのか検証する。
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②鑑賞教材として扱うわらべうたの教材性を
探る。
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